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【手続補正書】
【提出日】平成21年8月3日(2009.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式：
【数１】
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の化合物、またはその塩であって、該式において、
　Ｘ７、Ｘ８、Ｘ９およびＸ１０の各々は、Ｎ、ＣＲ２０、またはＣＲ１’から独立して
選択され：
　各Ｒ２０は、Ｈまたは可溶化基から独立して選択され；
　各Ｒ１’は、Ｈまたは必要に応じて置換されたＣ１～Ｃ３の直鎖アルキルもしくは分枝
鎖アルキルから独立して選択され；
　Ｘ７、Ｘ８、Ｘ９およびＸ１０のうちの１つはＮであり、そして他のものはＣＲ２０ま
たはＣＲ１’から選択され；そして
　０～１個のＲ２０は可溶化基であり；
　Ｒ１９は：
【数２】

から選択され：
　各Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２およびＺ１３は、Ｎ、ＣＲ２０、またはＣＲ１’から独立し
て選択され；そして
　各Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６は、Ｎ、ＮＲ１’、Ｓ、Ｏ、ＣＲ２０、またはＣＲ１’
から独立して選択され：
　Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２またはＺ１３のうちの０～２個は、Ｎであり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６のうちの少なくとも１個は、Ｎ、ＮＲ１’、ＳまたはＯで
あり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６のうちの０～１個は、ＳまたはＯであり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６のうちの０～２個は、ＮまたはＮＲ１’であり；
　０～１個のＲ２０は可溶化基であり；　
　０～１個のＲ１’は、必要に応じて置換されたＣ１～Ｃ３の直鎖アルキルもしくは分枝
鎖アルキルであり；そして
　Ｒ２１は、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ
）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’
－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’
－Ｃ（＝ＮＲ１’）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝Ｃ
Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ’１－
Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝ＣＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－
、－ＮＲ１’－Ｃ（＝Ｎ－ＣＮ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’
－Ｏ－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｏ－、－ＮＲ１’－
Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ

１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（
Ｓ）－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－また
は－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－から選択され；そして
　Ｒ３１は、必要に応じて置換された単環式アリールもしくは二環式アリール、または必
要に応じて置換された単環式ヘテロアリールもしくは二環式ヘテロアリールから選択され
、ただし：
　該化合物は：
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【数３】

ではなく；そして
　Ｘ８およびＸ９が各々独立してＣＲ２０またはＣＲ１’から選択され、Ｒ１９が
【数４】

であり、そしてＺ１０、Ｚ１１、Ｚ１２およびＺ１３の各々がＣＲ２０、またはＣＲ１’
から独立して選択される場合：
　ａ）Ｘ８およびＸ９のうちの少なくとも１個は、ＣＨではないか；または
　ｂ）Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２およびＺ１３のうちの少なくとも１個は、ＣＲ２０であり
、ここでＲ２０は可溶化基であり、ただし、Ｚ１２がＣＲ２０でありかつＲ２０が可溶化
基である場合、該可溶化基は、－Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ２ＣＨ３でも、－ＣＯＯＨでも、
【数５】

でもない、
化合物。
【請求項２】
　Ｘ８およびＸ９が各々独立してＣＲ２０またはＣＲ１’から選択され、Ｒ１９が

【数６】

であり、そしてＺ１０、Ｚ１１、Ｚ１２およびＺ１３の各々がＣＲ２０またはＣＲ１’か
ら独立して選択される場合：
　ａ）　Ｘ８およびＸ９のうちの少なくとも１個は、ＣＨではないか；または
　ｂ）　Ｚ１０、Ｚ１１およびＺ１３のうちの少なくとも１個は、ＣＲ２０であり、ここ
でＲ２０は可溶化基である、
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請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ１９が
【数７】

であり、そしてＺ１０、Ｚ１１、Ｚ１２およびＺ１３の各々がＣＲ２０またはＣＲ１’で
あり；Ｘ８およびＸ９がＣＲ２０またはＣＲ１’であり；Ｒ２１が－ＮＨＣ（Ｏ）－であ
り；そしてＲ３１が必要に応じて置換されたフェニルである場合、Ｒ３１は置換されたフ
ェニルであるか、ＣＲ１’部分における少なくとも１個のＲ１’は、必要に応じて置換さ
れたＣ１～Ｃ３の直鎖アルキルもしくは分枝鎖アルキルであるか、またはＣＲ２０におけ
る少なくとも１個のＲ２０は可溶化基であるか、あるいはこれらの組み合わせである、請
求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ１９が、フェニル、ピリジル、チエニルまたはフリルから選択される、請求項１に記
載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ１９が

【数８】

であり、Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２およびＺ１３の各々は、ＣＲ２０またはＣＲ１’から独
立して選択され；そして
　Ｒ２１が－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－であり；そして
　Ｒ３１が置換されたフェニルである、
請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ３１が、１個～３個の置換基で必要に応じて置換されており、該置換基は、－ＯＣＨ

３、－ＣＨ３、－Ｎ（ＣＨ３）２、ピラジンオキシまたは可溶化基から独立して選択され
る、請求項５に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ３１が、３－メトキシ－４－（（４－メチルピペラジン－１－イル）メチル）フェニ
ル、３－メトキシ－４－モルホリノメチルフェニル、３－メトキシ－４－ジアミノメチル
フェニル、３－メトキシ－４－（（ピロリジン－１－イル）メチル）フェニル、３，４－
ジメトキシフェニル、３，５－ジメトキシフェニル、２，３，４－トリメトキシフェニル
、３，４，５－トリメトキシフェニル、２－ジメチルアミノフェニル、３－ジメチルアミ
ノフェニル、４－ジメチルアミノフェニル、または３，５－ジメチルフェニルから選択さ
れる、請求項６に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ１９が
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【数９】

から選択され：
　Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２、およびＺ１３のうちの１つはＮであり、そして他のものは、
ＣＲ２０またはＣＲ１’から独立して選択され；
　Ｒ２１が、－ＮＨ－、－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ、－ＮＨ－Ｃ（Ｓ
）－ＮＨ－または－ＮＨ－Ｓ（Ｏ）２－から選択され；そして
　Ｒ３１が、必要に応じて置換されたフェニル、必要に応じて置換されたナフチル、また
は必要に応じて置換されたヘテロアリールから選択され：
　ａ）Ｒ２１が－ＮＨ－Ｓ（Ｏ）２－である場合：
　　ｉ）　Ｚ１０がＮであるか；または
　　ｉｉ）　Ｚ１１がＮであり、そしてＲ３１がハロフェニルもしくは２－メトキシ－５
－メチルフェニルであるか；
　のいずれかであり；
　ｂ）Ｒ１９が

【数１０】

である場合、Ｒ３１は、４－ジメチルアミノフェニルでも、２，３，４－トリメトキシフ
ェニルでも、３，５－ジメトキシフェニルでもなく；そして
　ｃ）Ｒ２１が－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－であり、そしてＺ１０がＮである場合、Ｒ３１

は４－ジメチルアミノフェニルではない、請求項１に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ３１が、必要に応じて置換されたフェニル、ベンゾチアゾリル、またはベンゾオキサ
ゾリルから選択される、請求項８に記載の化合物。
【請求項１０】
　式：

【数１１】

の化合物、またはその塩であって、該式において、
　Ｒ１’は、Ｈまたは必要に応じて置換されたＣ１～Ｃ３の直鎖アルキルもしくは分枝鎖
アルキルから選択され；
　Ｒ２１は、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ
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）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’
－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’
－Ｃ（＝ＮＲ１’）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝Ｃ
Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－
Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝ＣＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－
、－ＮＲ１’－Ｃ（＝Ｎ－ＣＮ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’
－Ｏ－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｏ－、－ＮＲ１’－
Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ

１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（
Ｓ）－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－また
は－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－から選択され；そして
　Ｒ３１は、必要に応じて置換された単環式アリールもしくは二環式アリール、または必
要に応じて置換された単環式ヘテロアリールもしくは二環式ヘテロアリールから選択され
、ただし：
　Ｒ１’がメチルであり、そしてＲ２１が－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－である場合、Ｒ３１は、
【数１２】

でも、１－メトキシナフチル、２－メトキシナフチルでも、非置換２－チエニルでもなく
；
　Ｒ１’がメチルであり、そしてＲ２１が－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ＝ＣＨ－である場合、
Ｒ３１は、

【数１３】

ではなく；
　Ｒ１’がメチルであり、そしてＲ２１が－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－Ｏ－である場合、Ｒ
３１は、非置換ナフチルでも、２－メトキシでも、４－ニトロフェニルでも、４－クロロ
－２－メチルフェニルでも、４－ｔ－ブチルフェニルでもなく；そして
　Ｒ２１が－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－である場合、Ｒ３１は、必要に応じて置換されたフェニル
ではない、
化合物。
【請求項１１】
　Ｒ２１が-ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－であり、そしてＲ３１が、非置換フェニル、２－メトキシ
フェニル、３－メトキシフェニル、２，３，４－トリメトキシフェニル、３，４，５－ト
リメトキシフェニル、２，４－ジメトキシフェニル、３，５－ジメトキシフェニル、２－
メチル－３－メトキシフェニル、２－モルホリノフェニル、２－メトキシ－４－メチルフ
ェニル、２－ジメチルアミノフェニル、４－ジメチルアミノフェニル、または
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【数１４】

から選択される、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１２】
　式：
【数１５】

の化合物、またはその塩であって、該式において、
　Ｒ１’は、Ｈまたは必要に応じて置換されたＣ１～Ｃ３の直鎖アルキルもしくは分枝鎖
アルキルから選択され；そして
　Ｒ５０は、２，３－ジメトキシフェニル、フェノキシフェニル、２－メチル－３－メト
キシフェニル、２－メトキシ－４－メチルフェニル、または１個～３個の置換基で置換さ
れたフェニルから選択され、該置換基のうちの１つは、可溶化基であり；ただし、Ｒ５０

は、可溶化基とニトロ基とで同時には置換されず、そしてＲ５０は、４－位のみで環状可
溶化基で置換されず、そして２－位のみでモルホリノ基で置換されない、
化合物。
【請求項１３】
　式：

【数１６】

の化合物、またはその塩であって、該式において、
　Ｒ１’は、Ｈまたは必要に応じて置換されたＣ１～Ｃ３の直鎖アルキルもしくは分枝鎖
アルキルから選択され；そして
　Ｒ５１は、必要に応じて置換された単環式ヘテロアリール、必要に応じて置換された二
環式ヘテロアリール、または必要に応じて置換されたナフチルから選択され、Ｒ５１は、
クロロ－ベンゾ（ｂ）チエニルでも、非置換ベンゾジオキソリルでも、非置換ベンゾフラ
ニルでも、メチル－ベンゾフラニルでも、非置換フラニルでも、フェニルフリルでも、ブ
ロモフリルでも、ニトロフリルでも、クロロフェニル－イソオキサゾリルでも、オキソベ
ンゾピラニルでも、非置換ナフチルでも、メトキシナフチルでも、メチルナフチルでも、
ハロナフチルでも、非置換チエニルでも、非置換ピリジニルでも、クロロピリジニルでも



(11) JP 2009-508811 A5 2009.9.17

ない、
化合物。
【請求項１４】
　Ｒ５１が、ピラゾリル、チアゾリル、オキサゾリル、ピリミジニル、フリル、チエニル
、ピリジル、イソオキサゾリル、インドリル、ベンゾピラゾリル、ベンゾチアゾリル、ベ
ンゾオキサゾリル、キノキサリニル、ベンゾフラニル、ベンゾチエニル、キノリニル、ベ
ンゾイソオキサゾリル、ベンゾトリアジニル、トリアジニル、ナフチル、または
【数１７】

から選択され、そしてＲ５１が必要に応じて置換されている、請求項１３に記載の化合物
。
【請求項１５】
　Ｒ５１が、ピラゾリル、チアゾリル、オキサゾリル、ピリミジニル、インドリル、ピラ
ジニル、トリアジニル、または

【数１８】

から選択され、そしてＲ５１が必要に応じて置換されている、請求項１４に記載の化合物
。
【請求項１６】
　式：

【数１９】

の化合物、またはその塩であって、該式において、
　Ｒ１’は、Ｈまたは必要に応じて置換されたＣ１～Ｃ３の直鎖アルキルもしくは分枝鎖
アルキルから選択され；
　Ｒ２２は、－ＮＲ２３－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ
）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’
－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’
－Ｃ（＝ＮＲ１’）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝Ｃ
Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－
Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝ＣＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－
、－ＮＲ１’－Ｃ（＝Ｎ－ＣＮ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’
－Ｏ－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｏ－、－ＮＲ１’－
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Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ

１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（
Ｓ）－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－また
は－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－であり、Ｒ２３は必要に応じて置換されたＣ

１～Ｃ３の直鎖アルキルもしくは分枝鎖アルキルから選択され；そして
　Ｒ３１は、必要に応じて置換された単環式アリールもしくは二環式アリール、または必
要に応じて置換された単環式ヘテロアリールもしくは二環式ヘテロアリールから選択され
、ただし：
　Ｒ２２が－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ＝ＣＨ－である場合、Ｒ３１は、非置換フリルでも、
５－（２－メチル－３－クロロフェニル）－フリルでも、２，４－ジクロロフェニルでも
、３，５－ジクロロ－２－メトキシフェニルでも、３－ニトロフェニルでも、４－クロロ
フェニルでも、４－クロロ－３－ニトロフェニルでも、４－イソプロピルフェニルでも、
４－メトキシフェニルでも、２－メトキシ－５－ブロモフェニルでも、非置換フェニルで
もなく；
　Ｒ２２が－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－である場合、Ｒ３１は、３，４－ジメトキシフェ
ニルでも、４－クロロフェニルでも、非置換フェニルでもなく；
　Ｒ２２が－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－Ｏ－である場合、Ｒ３１は、２，４－ジメチル－
６－ニトロフェニルでも、２－ニトロフェニルでも、４－ニトロフェニルでも、４－シク
ロヘキシルフェニルでも、４－メトキシフェニルでも、非置換ナフチルでも、非置換フェ
ニルでも、直鎖アルキルもしくは分枝鎖アルキルもしくはハロから選択される置換基単独
で一置換されたフェニルでも、二置換されたフェニルでも、三置換されたフェニルでもな
く；
　Ｒ２２が－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ（ＣＨ３）－Ｏ－である場合、Ｒ３１は、２，４－ジ
クロロフェニルでも、４－クロロフェニルでも、非置換フェニルでもなく；そして
　Ｒ２２が－ＮＨ－Ｓ（Ｏ）２－である場合、Ｒ３１は非置換フェニルではない、
化合物。
【請求項１７】
　Ｒ２２が、－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－、－ＮＨ－または－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－ＣＨ３から選択さ
れる、請求項１６に記載の化合物。
【請求項１８】
　Ｒ３１が、必要に応じて置換されたフェニル、ベンゾチアゾリル、キノキサリニル、ま
たはベンゾオキサゾリルから選択される、請求項１５に記載の化合物。
【請求項１９】
　式：
【数２０】

の化合物、またはその塩を含有する組成物であって、該式において、
　Ｘ７、Ｘ８、Ｘ９およびＸ１０の各々は、Ｎ、ＣＲ２０、またはＣＲ１’から独立して
選択され：
　各Ｒ２０は、Ｈまたは可溶化基から独立して選択され；
　各Ｒ１’は、Ｈまたは必要に応じて置換されたＣ１～Ｃ３の直鎖アルキルもしくは分枝
鎖アルキルから独立して選択され；
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　Ｘ７、Ｘ８、Ｘ９およびＸ１０のうちの１つはＮであり、そして他のものはＣＲ２０ま
たはＣＲ１’から選択され；そして
　０～１個のＲ２０は可溶化基であり；
　Ｒ１９は：
【数２１】

から選択され：
　各Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２およびＺ１３は、Ｎ、ＣＲ２０、またはＣＲ１’から独立し
て選択され；そして
　各Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６は、Ｎ、ＮＲ１’、Ｓ、Ｏ、ＣＲ２０、またはＣＲ１’
から独立して選択され：
　Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２またはＺ１３のうちの０～２個は、Ｎであり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６のうちの少なくとも１個は、Ｎ、ＮＲ１’、ＳまたはＯで
あり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６のうちの０～１個は、ＳまたはＯであり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６のうちの０～２個は、ＮまたはＮＲ１’であり；
　０～１個のＲ２０は可溶化基であり；　
　０～１個のＲ１’は、必要に応じて置換されたＣ１～Ｃ３の直鎖アルキルもしくは分枝
鎖アルキルであり；そして
　Ｒ２１は、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ
）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’
－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’
－Ｃ（＝ＮＲ１’）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝Ｃ
Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－
Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝ＣＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－
、－ＮＲ１’－Ｃ（＝Ｎ－ＣＮ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’
－Ｏ－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｏ－、－ＮＲ１’－
Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ

１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（
Ｓ）－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－また
は－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－から選択され；そして
　Ｒ３１は、必要に応じて置換された単環式アリールもしくは二環式アリール、または必
要に応じて置換された単環式ヘテロアリールもしくは二環式ヘテロアリールから選択され
、
　ただし、該化合物は：
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【数２２】

ではなく、
　Ｒ１９が
【数２３】

であり、そしてＲ２１が-ＮＨＣ（Ｏ）－である場合、Ｒ３１は必要に応じて置換された
フェニルではなく、
　該組成物が発熱性物質を含まない、
組成物。
【請求項２０】
　請求項１～１８のいずれか１項に記載の化合物を含有する組成物であって、該組成物が
発熱性物質を含まない、組成物。
【請求項２１】
　薬学的組成物であって：
　ａ．式：

【数２４】

の化合物、またはその塩であって、該式において、
　Ｘ７、Ｘ８、Ｘ９およびＸ１０の各々は、Ｎ、ＣＲ２０、またはＣＲ１’から独立して
選択され：
　各Ｒ２０は、Ｈまたは可溶化基から独立して選択され；
　各Ｒ１’は、Ｈまたは必要に応じて置換されたＣ１～Ｃ３の直鎖アルキルもしくは分枝
鎖アルキルから独立して選択され；
　Ｘ７、Ｘ８、Ｘ９およびＸ１０のうちの１つはＮであり、そして他のものはＣＲ２０ま
たはＣＲ１’から選択され；そして
　０～１個のＲ２０は可溶化基であり；
　Ｒ１９は：
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【数２５】

から選択され：
　各Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２およびＺ１３は、Ｎ、ＣＲ２０、またはＣＲ１’から独立し
て選択され；そして
　各Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６は、Ｎ、ＮＲ１’、Ｓ、Ｏ、ＣＲ２０、またはＣＲ１’
から独立して選択され：
　Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２またはＺ１３のうちの０～２個は、Ｎであり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６のうちの少なくとも１個は、Ｎ、ＮＲ１’、ＳまたはＯで
あり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６のうちの０～１個は、ＳまたはＯであり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６のうちの０～２個は、ＮまたはＮＲ１’であり；
　０～１個のＲ２０は可溶化基であり；　
　０～１個のＲ１’は、必要に応じて置換されたＣ１～Ｃ３の直鎖アルキルもしくは分枝
鎖アルキルであり；そして
　Ｒ２１は、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ
）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’
－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’
－Ｃ（＝ＮＲ１’）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝Ｃ
Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－
Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝ＣＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－
、－ＮＲ１’－Ｃ（＝Ｎ－ＣＮ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’
－Ｏ－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｏ－、－ＮＲ１’－
Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ

１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（
Ｓ）－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－また
は－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－から選択され；そして
　Ｒ３１は、必要に応じて置換された単環式アリールもしくは二環式アリール、または必
要に応じて置換された単環式ヘテロアリールもしくは二環式ヘテロアリールから選択され
、
　ただし、該化合物は：
【数２６】
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ではなく、
　Ｒ１９が
【数２７】

であり、そしてＲ２１が－ＮＨＣ（Ｏ）－である場合、Ｒ３１は、必要に応じて置換され
たフェニルではない、
　化合物；ならびに
　ｂ．薬学的に受容可能なキャリアまたは希釈剤、
を含有する、薬学的組成物。
【請求項２２】
　薬学的に受容可能なキャリアまたは希釈剤および請求項１～１８のいずれか１項に記載
の化合物を含有する、薬学的組成物。
【請求項２３】
　インスリン抵抗性、メタボリック症候群、糖尿病、もしくはその合併症を処置もしくは
予防するため、または被験体におけるインスリン感受性を増加させるための組成物であっ
て、該組成物は、式：

【数３９】

の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩もしくはプロドラッグを含有し、該式におい
て：
　Ｘ７、Ｘ８、Ｘ９およびＸ１０の各々は、Ｎ、ＣＲ２０、またはＣＲ１’から独立して
選択され：
　各Ｒ２０は、Ｈまたは可溶化基から独立して選択され；
　各Ｒ１’は、Ｈまたは必要に応じて置換されたＣ１～Ｃ３の直鎖アルキルもしくは分枝
鎖アルキルから独立して選択され；
　Ｘ７、Ｘ８、Ｘ９およびＸ１０のうちの１つはＮであり、そして他のものはＣＲ２０ま
たはＣＲ１’から選択され；そして
　０～１個のＲ２０は可溶化基であり；
　Ｒ１９は：
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【数４０】

から選択され：
　各Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２およびＺ１３は、Ｎ、ＣＲ２０、またはＣＲ１’から独立し
て選択され；そして
　各Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６は、Ｎ、ＮＲ１’、Ｓ、Ｏ、ＣＲ２０、またはＣＲ１’
から独立して選択され：
　Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２またはＺ１３のうちの０～２個は、Ｎであり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６のうちの少なくとも１個は、Ｎ、ＮＲ１’、ＳまたはＯで
あり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６のうちの０～１個は、ＳまたはＯであり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６のうちの０～２個は、ＮまたはＮＲ１’であり；
　０～１個のＲ２０は可溶化基であり；　
　０～１個のＲ１’は、必要に応じて置換されたＣ１～Ｃ３の直鎖アルキルもしくは分枝
鎖アルキルであり；そして
　Ｒ２１は、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ
）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’
－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’
－Ｃ（＝ＮＲ１’）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝Ｃ
Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－
Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝ＣＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－
、－ＮＲ１’－Ｃ（＝Ｎ－ＣＮ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’
－Ｏ－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｏ－、－ＮＲ１’－
Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ

１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（
Ｓ）－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－また
は－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－から選択され；そして
　Ｒ３１は、必要に応じて置換された単環式アリールもしくは二環式アリール、または必
要に応じて置換された単環式ヘテロアリールもしくは二環式ヘテロアリールから選択され
、
ただし、該化合物は：
【数４１】
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ではなく、
　Ｒ１９が
【数４２】

であり、そしてＲ２１が－ＮＨＣ（Ｏ）－である場合、Ｒ３１は、必要に応じて置換され
たフェニルではない、
組成物。
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